
NGOとして緊急援助活動をｽﾀｰﾄ

ﾉ㈲　　ﾐｬﾝﾏﾌ難民支援一一-AMDA(ｧｼﾞｧ医師連絡協議会)

たちＡＭＤＡ（アジア医師連絡協議会）が来年５月に予定しているアジア

多国籍医師団結成に向けて、よいパイロット・スタディになると思う』

　小論２月号「特集　国際保健医療協力・ＮＧＯ」で紹介したＡＭＤＡが、

現在大きな国際問屋となっているミャンマー難民に対する緊急援助活動を

開始した。

　本レポートは、出発前日と第一次派遣団一時帰国後に行われた記者会見

からの報告。多国籍医師団構想は、日本のＮＧＯとして初めての試みだ。

ア
ジ
ア
1
3
カ
国
に
支
部
を
持
つ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

活
動
す
る
。
既
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
M
.
A
.
J
a
m
i
】
氏
（
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
よ
り
東
大
第
１
内
科
留
学
甲
）
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
・

馬
庭
宣
隆
氏
（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
病
院
）
が
先
陣
と

し
て
入
国
。
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
や
彼
ら
か
ら
の
情
報
を
総
合
す
る
と
、
国
境

沿
い
に
点
在
す
る
６
つ
の
キ
ャ
ン
プ
に
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
２
つ
の
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
活
動
中
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
キ
ャ
ン
プ
内
に
移
動
医
療
キ
ャ
ン
プ
を

設
営
、
緊
急
医
療
・
予
防
接
種
・
健
康
教
育
を
行
う
。
第
一
次
派
遣
団

の
役
割
は
、
現
地
状
況
の
把
握
と
今
後
の
活
動
の
た
め
の
関
係
づ
く
り

で
あ
る
と
記
者
会
見
で
報
告
さ
れ
た
。

　
先
陣
に
続
い
て
第
一
次
派
遣
団
と
し
て
出
発
す
る
の
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
代
表
‐
N
a
y
e
e
m

S
.
A
.
g
（
東
大
第
２
外
科
留
学

中
・
3
1
歳
）
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
・
津
曲
兼
司
氏
（
菅
波
内
科
医
院
副

院
長
・
3
5
歳
）
と
野
田
信
一
郎
氏
（
2
5
歳
）
の
３
人
。
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

負
を
語
っ
た
。
ｚ
４
ｇ
ヨ
氏
は
、

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
し
て
は
初
め
て
の
活
動
。
日
本
に
医

学
留
学
甲
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
は
１
０
０
人
近
く
い
る
が
、
そ
の
多

く
は
将
来
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
し
ま
う
。
私
は
、
留
学
生
仲
間
と
。
絶

対
に
国
に
帰
る
グ
ル
ー
プ
‘
を
つ
く
っ
て
い
る
。
将
来
の
た
め
に
も
、

こ
の
活
動
は
私
の
夢
の
第
一
歩
」

　
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
意
気
込
み
を
語
っ
た
。
津
曲
氏
は
、

「
難
民
が
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
帰
れ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
一
応
、
６

ヵ
月
間
活
動
を
続
け
る
予
定
だ
が
、
今
後
見
通
し
が
ど
う
な
る
か
現
地

の
状
況
を
把
握
し
て
く
る
必
要
が
あ
る
。
後
に
絞
く
参
加
希
望
者
を
広

く
求
め
た
い
」

　
と
、
日
本
の
医
療
関
係
者
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。
医
学
部
在
学
中

に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
学
生
版
で
あ
る
Ａ
Ｍ
ｓ
Ａ
(
A
s
i
a

M
e
d
i
c
a
1S
t
u
‐

d
e
n
t
'
s
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
と
出
会
っ
た
と
い
う
野
田
氏
は
、

　
「
国
際
医
療
協
力
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
た
い
。
だ
か
ら
今
回
、
初
め

て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
経
験
す
る
と
い
う
意
味
で
は
楽
し
み
」

　
と
、
話
し
た
。

第

一

－
４
月
2
5
日
出
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o
r
s
f
o
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U
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A
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F
X
ア

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
活
動
し
た
日
本
人
医
師
・
医
学
生
が
ア
ジ
ア
各
国
の

若
手
医
師
に
呼
び
か
け
、
１
９
８
４
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
設
立
。
日
本
人
も
含
め
た
ア
ジ
ア
人
医
師
た
ち
に
よ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
医
療
専
門
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
。
活
動
の
特
徴
は
、

現
在
1
3
カ
国
に
あ
る
各
国
支
部
の
医
師
た
ち
が
、
自
国
内
の
医
療
活
動

に
取
り
組
み
つ
つ
、
「
ア
ジ
ア
の
友
人
」
と
し
て
対
等
な
立
場
で
、
各
国

の
民
族
的
、
宗
教
的
風
俗
・
習
慣
・
文
化
の
差
に
敬
意
を
払
っ
た
国
際

医
療
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
あ
る
。
現
地
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
永
続
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
た
め
に
、
当
事
国
支
部
の
医
師
た
ち
を

中
心
に
し
、
ほ
か
の
支
部
は
間
接
的
に
支
耀
す
る
形
を
と
る
・
約
４
０

０
人
の
構
成
員
は
、
韓
国
・
台
湾
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
ア
ジ
ア
1
3
ヵ
国

に
広
が
る
。

　
「
日
本
か
ら
現
地
に
行
っ
て
、
日
本
の
医
療
を
行
う
と
い
う
従
来
の
医

療
協
力
の
あ
り
方
で
は
な
く
、
各
国
支
部
の
行
う
活
動
を
彼
ら
の
指
導

の
も
と
に
そ
こ
の
国
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
療
を
行
う
の
が
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
精
神
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
・
小
林
米
幸
氏
、
国
際
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
今
回
も
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
が
活
動
の
中
心
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ジ

ャ
パ
ン
と
ネ
パ
ー
ル
が
支
援
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

出
発
前
日
記
者
会
見

４
月
９
日
索

　
軍
事
政
権
独
裁
に
よ
っ
て
少
数
民
族
の
流
出
が
絞
く
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
集
団
で
流
入
。
難
民
は
３

月
中
旬
で
１
日
１
万
人
規
模
で
増
加
し
て
お
り
、
3
0
万
人
に
達
す
る

「
ｉ
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
４
月
1
4
日
号
）
。
食
糧
や
水
の
確
保
の
困
難

さ
、
住
環
境
の
劣
悪
さ
か
ら
栄
養
失
調
・
下
痢
を
主
体
と
す
る
消
化
器

性
疾
患
の
発
生
や
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
感
染
症
の
流
布
な
ど
緊
急
医
療
援

助
を
必
要
と
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
た
。

　
今
回
、
派
遣
団
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
保
健
省
発
行
の
許
可
証
で
、
Ｕ

Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
）
と
の
協
力
関
係
の
も
と

　
そ
し
て
２
週
間
後
の
４
月
2
5
日
、
一
時
帰
国
し
た
ｚ
ｌ
ａ
ヨ
氏
（
1
6

日
帰
国
）
、
津
曲
氏
（
2
4
日
帰
国
）
か
ら
現
地
の
状
況
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活



ｱｼﾞｱの国際

キーワード…アジア多国籍医師団

動
の
今
後
の
見
通
し
を
報
告
す
る
記
者
会
見
が
あ
っ
た
。

　
1
0
日
ダ
ッ
カ
入
り
し
た
第
一
次
派
遣
団
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
総
理

府
Ｎ
Ｇ
Ｏ
局
か
ら
公
式
な
活
動
許
可
を
得
、
１
２
日
か
ら
難
民
キ
ャ
ン
プ

を
一
つ
ひ
と
つ
視
察
し
て
ま
わ
っ
た
。
津
曲
氏
か
帰
国
す
る
直
則
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
マ
ス
コ
ミ
に
発
表
さ
れ
た
難
民
の
数
は
2
6
万
２
０

０
０
人
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
沿
い
に
１
万
～
７
万
人
の
規
模
の
難
民
キ

ャ
ン
プ
が
1
2
カ
所
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
町
に
難
民
か
入
り
込
ん
で
い

な
い
た
め
混
乱
こ
そ
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
い
ち
ば
ん
規
模
が
大
き
く

水
の
便
の
悪
い
南
部
の
キ
ャ
ン
プ
で
１
日
１
０
０
０
人
程
度
難
民
が
増

加
を
続
け
て
い
る
た
め
（
４
月
2
4
日
現
在
）
、
井
戸
の
あ
る
内
陸
の
キ
ャ

ン
プ
に
１
日
２
０
０
０
人
ず
つ
難
民
の
移
送
を
し
て
い
る
。
救
援
活
動

は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
e
R
e
l
i
e
f
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
4
‐
E
.
Q
U
よ
く

組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
政
府
関
係
者
と
国
連
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
抑
一
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

活
動
中
）
の
代
表
が
集
ま
る
会
議
が
、
毎
週
聞
か
れ
て
い
た
。
各
キ
ャ

ン
プ
で
は
食
糧
の
i
f
a
t
M
e
d
i
c
a
lS
e
r
v
i
c
e
‐
J
t
わ
れ
て
お
り
、
キ

ャ
ン
プ
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
る
が
予
想
よ
り
も
整
然
と
救
援
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
プ
や
シ
ェ
ル
タ
ー
の
数

が
十
分
と
い
え
ず
、
現
地
は
今
乾
季
で
、
気
温
は
4
0
℃
近
い
。
ほ
と
ん

ど
の
家
族
が
、
平
地
や
丘
に
竹
や
潅
木
で
家
を
組
ん
だ
り
シ
ー
ト
を
か

け
た
り
し
て
生
活
し
て
い
る
状
態
。
そ
の
う
え
、
難
民
の
4
5
％
が
１
９
一
歳

以
下
の
子
供
。
低
栄
養
や
寄
生
虫
、
感
染
症
の
蔓
延
で
下
痢
な
ど
消
化

器
性
疾
患
や
皮
膚
疾
患
が
多
く
、
キ
ャ
ン
プ
内
診
療
所
の
患
者
の
4
0
％

は
下
痢
。
特
に
子
供
に
有
病
串
が
高
か
っ
た
と
い
う
。

　
第
一
次
派
遣
団
や
現
地
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
か
ら
計
８
人
が
協
力
中
）
は
、
政
府
e
R
e
l
i
e
f

C
o
m
m
i
s
。

S
l
o
n
や
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
協
議
の
結
果
、
キ
ャ
ン
プ
内
の
一
般
診
療
活
動

の
ほ
か
に
、
子
供
に
対
し
て
寄
生
虫
駆
除
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
健
康
教

育
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
具
体
的
に
は
キ
ャ
ン
プ
を
巡
回
し
、

一
度
に
1
5
～
2
0
家
族
に
対
し
て
、
手
を
洗
う
こ
と
、
ト
イ
レ
を
使
う
こ

と
を
絵
で
説
明
、
子
供
た
ち
に
は
そ
の
場
で
寄
生
虫
駆
除
の
た
め
の
シ

ロ
ッ
プ
や
錠
剤
を
飲
ま
せ
る
。
１
日
３
０
０
～
５
０
０
人
の
子
供
た
ち

に
健
康
教
育
と
投
薬
が
完
了
す
る
ペ
ー
ス
で
、
４
月
2
4
日
か
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
と
い
う
。

　
「
健
康
教
育
で
、
下
痢
や
寄
生
虫
は
か
な
り
減
っ
て
く
る
だ
ろ
う
」
と
、

津
曲
氏
は
話
す
。

　
ま
た
、
サ
イ
ク
ロ
ン
の
被
害
の
大
き
い
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
、
こ
の

地
域
に
は
サ
イ
ク
ロ
ン
の
直
撃
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
か
、
５
月

か
ら
始
ま
る
雨
季
に
か
な
り
雨
の
ふ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り

な
い
。
政
府
の
R
e
l
i
e
fC
o
m
m
i
s
s
i
o
n
4
'
Z
Ｇ
ｏ
に
は
こ
の
対
策
が
皆

無
だ
っ
た
た
め
、
雨
季
に
備
え
て
の
緊
急
医
療
援
助
の
対
応
も
決
め
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
５
月
か
ら
６
ヵ
月
間
、
毎
月
入
れ
替
わ
り
派
遣
団
を
送

る
。
既
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
か
ら
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
パ
ー
ル
の
メ

ン
バ
ー
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
入
り
す
る
た
め
の
ビ
ザ
が
発
行
済
み
。
活

動
は
上
々
の
滑
り
出
し
と
い
え
そ
う
だ
。

　
一
時
帰
国
し
た
Ｎ
ａ
ｙ
ｅ
ｅ
ｍ
４
は
、
出
発
前
の
緊
張
と
は
打
っ
て
変
わ

っ
て
穏
や
か
な
表
情
も
見
せ
な
が
ら
第
一
次
派
遣
団
の
活
動
を
報
告
。

　
「
現
地
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
援
助
活
動

を
早
く
始
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
初
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
成
功
を
確
信
し
て
い
る
」

　
と
話
し
、
大
き
な
成
果
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
ま

た
、
津
曲
氏
は
こ
の
活
動
か
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
多
国

籍
医
師
団
構
想
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
資

金
的
な
問
題
は
抱
え
て
い
る
も
の
の
、
今
回
の
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、

ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
設
立
に
向
け
て
十
分
な
手
ご
た
え
を
得
ら
れ
た

と
い
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
に
関
心
を
持
た
れ
た
読
者
諸
氏
に
は
、
募
金
や
問

い
合
わ
せ
先
を
記
し
て
お
き
た
い
。
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ェ
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郵
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‥
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４
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